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３．２０２３年度の研究の特筆すべき成果 

 

成果１）自動運転シミュレータで生成したデータを用いた連合学習による物体

検出  

 

 近年の自動運転技術の向上に伴い，自動車が生成するデータ量も急激に増加

している．そのため，機械学習を用いてデータを処理することが必要であるが，

従来の手法では複数の自動車から生成された生データを中央サーバで集約・管

理していたため，ユーザのプライバシを侵害する危険性があった．連合学習で

はデータを集約することなく，各車両で生成されたモデルの更新差分を集約す

ることで学習が行われるため，データを他者に送信する必要がない．しかし、

連合学習の実用化を考えると，各車両が自車両内で完結して画像データに対す

る教師あり学習での正解ラベルを作成し，連合学習を行う手法が望まれるが，

このような手法は確立されていない．そのため，既存の研究では画像データに

対応する既知の正解ラベルが与えられて評価実験が行われ，現実的な利用形態

での評価ができない状況となっている． 

 本研究では自動運転における物体検出において，Multiple Object Tracking

を利用することによって各車両がローカルに画像へラベル付けを行い，そのデ

ータをもとに連合学習を行う手法を提案した．さらに複数のカメラ間での物体

追跡を LiDARセンサーの情報を用いて実現した。自動運転シミュレータ Carlaを

用いたデータにより評価実験を行い、有用性を明らかにした。 

 

成果２） 

 

 本研究では，制約付きマッチングや警備計画策定といった相異なる利害をも

つ主体のインセンティブを調整しながら稀少なリソースを配分する仕組み（メ

カニズム）を実際のデータから評価・修正する，データ駆動型インセンティブ



工学を構築する．令和 5 年度は以下の 3 つの項目を相互にフィードバックさせ

ながら研究を推進した：項目1）不確実な環境下における動学ゲームの均衡計算

アルゴリズム；項目 2）制約付きマッチングの定量的分析；項目 3）警備計画策

定問題の定量的分析．ただし，項目 3 については，当初の想定通りにデータが

入手できなかったため、花き市場の定量分析に切り替えた。 

関連する研究成果は人工知能と統計のトップ会議である AISTATS2023\に採択

された。今後の国際会議や論文誌への投稿を準備している。 

 

成果３）個人認証の運用方法変更によるパスワード認証の安全性改良 

 

Web サービスへの不正ログインはあとを立たず，その対策が急務となってい

る．その対策は個人認証であり主流はパスワード認証であったが，安全性への

懸念から二段階認証への移行が進められている．しかし現状の二段階認証は誰

でも利用可能とはいえず，またすべての Web サービスで提供できる方法ともい

いがたい．そこで本論文では，パスワード認証を安全に運用する方法としてロ

グインページを非公開とし，正規ユーザに個別のログインページを割り当てる

手法を提案する．この提案によりオンラインによる不正アクセスが困難化でき

るとともに，フィッシング対策にもなることについて議論を通じて示した．ま

たサービス運用側にとっても利点がある運用方法であることについても述べた．

また提案手法の受け入れ可能性について評価実験を行い，二段階認証が使える

ユーザであれば本手法も利用できる可能性があることを示した． 

 

 

４．２０２３年度の研究成果の公表実績 
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６．今後の研究発展 

 

  メンバー間および外部研究者との研究協力をさぐりつつ，外部資金の獲得を目

指す 
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